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〈研究論文〉

米国臨床牧会教育協会『手引き集』の精読と試訳
――チャプレン教育者に期待される能力と倫理――

Examination and Translation of the ACPE Manuals:  
on Competencies and Ethics of the Certi�ed Educators of Chaplains

葛西　賢太 1

Kenta KASAI1

1．米国臨床牧会教育協会の『手引き集』

本稿は、米国臨床牧会協会（Association for Clinical Pastoral Education）の『手引き集
（Manuals）』の2020年に改訂された内容を精読吟味するとともに、チャプレン養成に携わ
る協会認定教育者に期待される能力（competency）および倫理（ethics）についての記述
を試訳したものである。紙数の都合と日本語読者にとっての読みやすさ、そして原文を容
易にオンラインで参照できることを踏まえ、対訳の形はとらないことにした。また、認定
教育者も含めたチャプレンに期待される能力については別の文書「専門職チャプレンの共
通資格要件と期待される能力（Common Quali�cations and Competencies for Professional 

Chaplains）」（Board of Chaplaincy Certi�cation）があるが、こちらはオンラインでの公開を
はかることとした 1)。
私が奉職する上智大学グリーフケア研究所では2009年より、また同大学大学院実践宗

教学研究科死生学専攻では2016年より、傾聴者の養成が行われてきた。米国等でチャプ
レン養成の方法論としてほぼ一世紀の歴史を持つ臨床牧会教育を、上智大学でも応用して
いる。臨床牧会教育は、グループでの生育歴や諸価値観の共有という形を通して、研修生
の動機や特性を再確認し、他者理解の可能性と限界を経験させ、それを傾聴実践に活か
す、柔軟性の高い優れたものである。この柔軟性は教育者の創意工夫を許容するが、それ
ゆえに、また、教育者と密に関わるゆえに、恣意性を制御する目標設定や行動基準が必要
であると、私たちは認識している 2)。
臨床牧会教育協会はチャプレンの養成機関の連合体として、以前から『行動基準と手引
き集（Standards and Manuals）』という手引き集を以って、チャプレンおよびその教育者に
求められる要件を明文化しようとつとめてきた。
もともとプロテスタントの牧師の実践神学教育として生み出された臨床牧会教育は、宗

1 上智大学大学院実践宗教学研究科教授
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教者ではない心理学者やクリスチャンでない宗教者なども受け入れるようになり、また現
代社会における価値観の変遷、とくに宗教観や家族観の著しい変遷の影響を受けてきた。
『手引き集』の2020年の改訂は、臨床牧会教育が被ってきた変化を現時点で総括し、今後
の新しい方向性を指し示すものと考えられる。私たちも、この改訂版の日本語試訳を提供
することにより、語学の壁を超えてより多くの実践者を検討の場に招くことが可能にな
り、（そのまま踏襲するのではなく）批判的に吟味でき、私たち自身の実践の依って立つ
ところを確認し改善・更新していくことが可能になると期待される。
臨床牧会教育の現在の養成のあり方を上記『手引き集』を通して再吟味する作業は、ま
ずは上智大学の二機関における、臨床牧会教育を応用した傾聴者養成教育のあり方の向上
を意図したものであるが、同時に関係諸団体の教育 3)にも資するものと期待している。引
用および試訳については、米国臨床牧会協会の許諾 4)を得ている。
『手引き集』の構成は以下の通りである。

表紙 Cover Page

手引き集の使い方 Using �e Manuals

更新情報 Updates to the Manuals

用語の定義 De�nition of Terms

臨床牧会教育協会会則 ACPE By-Laws

組織運営手引き Governance Manual

行動基準手引き Standards Manual

2020年機関認定手引き 2020 Accreditation Manual

旧資格認定過程手引き Former Certi�cation Process Manual

資格認定過程手引き（現行） Certi�cation Manual（current process）（資料1はここに含
まれる）
専門職倫理手引き Professional Ethics Manual（資料2はここに含まれる）
財務会計手引き Accounting and Financial Procedures Manual

実践共同体運用案内 Community of Practice Development Guide

これまではPDF文書の形をとってきた『行動基準と手引き集（Standards and Manuals）』
は、2020年版では相互参照を巡らせたウェブ上の250超の文書群となり、紙に印刷するよ
りもPCやスマートフォンで読まれることを想定した形態となった。『手引き集』は、組織
運営や財務会計など、傾聴者の養成に直接は関わらない規程も含む。それゆえ本稿では、
チャプレンを養成する教育者に期待される能力（competency）と、教育者を含めた協会全
会員を対象とした倫理綱領（code of ethics）という、教育者のありかたに焦点を当てた二
つの文書のみを試訳する。臨床牧会教育がどのような人物像をチャプレンの教育者に求め
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ているのかを問うのである。

2．米国臨床牧会協会

臨床牧会教育は、実践的な神学、とくにキリスト教教会メンバーや同僚に対する広義の
世話（牧会）のありかたを学ぶための方法として、病院等の施設で患者や医療者の傾聴を
しつつその学びを同期生とグループで話し合うという形態で、Anton �eophilus Boisen

（1876–1965）らによって1世紀前に生み出された。米国臨床牧会教育協会は、1925年以来
の臨床牧会教育を行う複数の団体を1967年に統合した連合体である。現在は（宗教的）
傾聴者であるチャプレンそのものの資格認定ではなく、その教育者（認定教育者certi�ed 

educator）を資格認定（certify）するとともに、米国全土にある個別独立した教育センター
を機関認定（accredit）するかたちで、チャプレン養成の質の担保を図ろうとする 5)。臨床
牧会教育協会はチャプレンの教育を規定し保障し、実際の教育は、協会から認定を受けた
全米各地の教育センターが行うのである。
臨床牧会教育の有用性が広く米国社会で受け入れられているゆえに、現在ではキリスト
教以外の他宗教や無宗教のチャプレンが生み出されている 6)。また、牧師としての資格を
持つチャプレンのみならず、臨床スピリチュアル心理療法家（Clinical Spiritual Psychother-

apist）や臨床牧会カウンセラー（Clinical Pastoral Counsellor）などの養成プログラムも提
供するようになった。
臨床牧会教育協会の置かれた状況の変化は、協会の「使命と構想（Mission and Vision）」
の大幅な改訂にも現れている。一部だけを取り上げても、2010年–2015年版の「使命と構
想」にあった「神学教育」という語が2020年版ではなくなり、「聖なるものとのつながり」
や「計測可能で評価可能なスピリチュアルな健康の改善」といった表現が加えられている
ことが確認できる 7)。
このような変化は、『手引き集』の「更新情報」ページからも確認しうる。たとえば、

「認定教育者」は、2017年以前には「スーパーバイザー」といわれていたことがわかる。
一般名詞として通用する呼称を変えた理由は、一生涯「スーパーバイザー」という権威あ
るバッジをつけるのではなく、臨床牧会教育協会の諸規程を遵守し、また協会によって認
定されて活動が許される「認定教育者」とすることで、チャプレンの教育に関わる者の自
覚の深化をはかるためと推測しうる 8)。
くわえて、理論（知識）と実践の統合、研究と表現の能力が求められるようになった。
これは、チーム医療などの多職種連携の場で、チャプレンの知的表現・交渉能力（神学の
みならず、心理学や教育についての理論的検討ができる）が求められることが増えてき
た、という認識を反映していると推測される。
認定教育者の資格認定にあたっても、この知的表現・交渉能力を含めた「期待される能
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力」が問われる。ここでいう「期待される能力（competency）」とは、学歴や知能とは別
の、業績を達成する能力で、達成動機の高さ・その人のひととなりと能力とを結びつける
概念（McClelland 1973:10）9)と定義される。
認定教育者を志願する者はまずチャプレンのための教育（レベルⅠ、レベルⅡ）10)を修

了したと認められなければならない。そのうえで、自身の「期待される能力」の実例を申
請書類に記載し、認定教育者養成課程に入れるかどうかの審査を受ける。審査者はこの能
力を実際にそなえているかを書類と面接で確認して、書類にコメントする。ここで条件を
満たさなかった者は、審査に再挑戦を求められたり、認定教育者の道を断念するよう促さ
れたりする。
入門が許されると、認定教育者候補生は、一定期間見習いとして、見学からじょじょに
深くグループワークに参与していく。教育者同伴でグループワークへの司会として参加
（第1段階）、そしてグループワーク司会経験の報告を教育者がスーパービジョンをする段
階へと進み（第2段階）、じょじょにスーパービジョンを受ける度合いを下げ、スーパー
ビジョンを行う度合いを上げていく 11)。入門審査から第1段階、第2段階に進む際にも、
「期待される能力」がそれぞれ審査される。一定時間の実習に取り組み経験を蓄積すると
ともに、対人関係や本人の姿勢、知的な理解と説明と研究能力も、三段階の審査で吟味さ
れる。ここでも審査が通らなかった場合は、再挑戦、あるいは認定教育者になることを断
念する。

3．協会認定教育者に期待される能力と倫理

それでは、米国臨床牧会教育協会の『手引き集』から、協会認定教育者に期待される能
力や行動規範を規定しようとした二文書を以下に示そう。資料1の「協会認定教育者に期
待される能力」12)は、2020年の『手引き集』に別添えされた資料で、認定教育者に「期待
される能力」を評価するための、いわばチャプレンを養成指導する者の詳細な基準であ
る。資料2は「臨床牧会教育協会会員のための専門職倫理綱領」13)で、認定教育者はもち
ろんのこと、認定教育者の資格は得られなかったチャプレンなども含めた米国臨床牧会教
育協会の全会員が遵守を求められている倫理綱領である。この両者から、協会がチャプレ
ンの教育者に期待する能力と行動規範とを読みとってみよう。
なお、邦訳にあたっては、英語表現を日本語にどう対応させるかを検討する必要があっ
た。米国の英語および臨床牧会教育の用語には、日本語に適切な対応語が存在しないもの
も多く、できる限り日本語として意味が通る不自然ではない訳にするよう心がけた。また
本稿の想定する読者が非宗教的な文脈で用いられるよう、特定宗教の用語では定訳がある
語でも、非宗教的文脈において用いられる訳語を改めて検討した 14)。
以下の表に、本文中の主要な言語と訳語の対応を示した。
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accreditation 機関認定

assessment アセスメント（吟味）

certification 資格認定

clinical method of learning 臨床的学習法（臨床現場を活かして学ぶという方法）

competency 期待される能力

evaluation 評価

institution 機関〔協会が認定したセンター〕

intervention 介入

organization 組織〔協会が認定したセンターから、会員が所属する
特定部局にいたるまで、さまざまな組織一般〕

spiritual 精神性に関わる

spirituality 精神性

spiritual care スピリチュアルケア

Standards 行動基準

strategy 方略

support, clarification, and challenge 支持・明確化・問い質し 15)

※丸括弧（　）は文脈に応じて訳し代える候補を示す。

3.1.　協会認定教育者に期待される能力
以下に試訳を示した「協会認定教育者に期待される能力」は、『手引き集』の本文では
なく、資格認定の過程を説明した文書に付された別表になっているが、繰り返し本文から
参照され、またこの表をもとに自己評価と審査者評価の表も用意される 16)など、実践の内
省吟味において重視されている。
この文書で「期待される能力」としてあげられるのは、専門性、対人関係と自己認識、
教育、概念化と理論、応用と統合、リーダーシップと組織行動という六領域に関するもの
で、以下の表では能力1～6として示されている。そして、その各能力のなかに、より具
体的な能力や資質が複数設定されている。教育者課程入門基準、第1段階能力目標、第2

段階能力目標の3つの到達段階で、この能力や資質のいずれをどのように獲得しているべ
きかが参照できる。
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資料1：協会認定教育者に期待される能力Certified Educator Competencies

教育者課程入門基準 
Readiness for Entry into a Certi-

�ed Educator Program

第1段階能力目標 
Competencies to be Attained 

during Phase 1

第2段階能力目標 
Competencies to be Attained 

during Phase 2

能力1：専門性：価値観と行動特性、倫理、内省的実践とセルフケア 
Professionalism: Values and Attributes, Ethics, and Re�ective Practice & Self Care

価値観と行動特性：誠実、正直、説明責任、応答責任、対人関係 
Values and Attributes: Integrity, Honesty, Accountability, Responsibility, and Relational

段階1.1. 誠実、正直、人としての責任、説明責任について熟知し、かつ遵守している。

段階1.2. 個々の状況にふさわしい行動と装いをもってふるまっている。

倫理Ethics

入門基準1.「臨床牧会教育協会
行動基準と手引き」、「臨床牧
会教育協会専門職倫理綱領」、
「チャプレンと牧会カウンセ
ラーと牧会教育者と研修生の
ための専門職チャプレン協会
共通倫理綱領」を熟知してい
る。

段階1.3. 臨床牧会協会の行動基
準と専門職倫理綱領を遵守し
ている。

段階2.1. 教育者として、臨床牧
会協会の行動基準と手引きお
よび専門職倫理綱領を遵守し
ている。

入門基準2.「行動基準」や「倫
理綱領」を遵守するのが困難
な状況を認識している。

段階1.4. 状況に応じた倫理的意
思決定過程について熟知しそ
れを応用できる。

段階2.2. 教育者としての役割と
状況にふさわしい倫理的な行
動ができる。

入門基準3. スピリチュアルケ
アの状況にふさわしい倫理理
論について熟知し、説明でき
る。

段階1.5. 他者の幸福を理解し守
る行為ができる。

段階2.3. 他者の幸福を理解し守
ることに広い文脈で取り組ん
でいる。

入門基準4. スピリチュアルケ
ア実践の場で倫理的行動を保
ち、他者の幸福を守ることが
できる。

段階2.4. 他者にも倫理基準を守
らせる（説明できるようにさ
せる）ことができる。

内省的実践とセルフケアReflective Practice & Self-Care

入門基準5. スピリチュアルケ
アの実践において自分自身の
あり方に気づいており、内省
している。

段階1.6. 自分自身のあり方への
気づき、自己の吟味（アセス
メント）、自己観察を強化でき
るように内省を活かしており、
スーパーバイザーとしての実
践を評価検討し強化している。

段階2.5. セルフケア、スピリ
チュアルケア、生活の健全さ
を保つ実践が継続的に行われ
ており、それを説明すること
ができる。

入門基準6. 内省を深めるため
に教育資源を活用する能力が
ある。

段階1.7. 効果的なスピリチュア
ルケアや教育実践のためにセ
ルフケアの活用が重要である
ことを理解し、それを説明す
ることができる。

段階2.6. 専門職としての教育実
践を評価検討する内省に取り
組んでいる。
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入門基準7. 情緒の面でも精神
性の面でも成熟している。

段階2.7. 専門職としての実践を
吟味し強化するために、自己
覚知、自己評定、自己観察を
広範囲に行える。

段階2.8. 教育実践において、情
緒の面でも精神性の面でも成
熟している。

能力2：対人関係と自覚：対人関係能力、教育者／スーパーバイザーとしての自覚の形成、
文化の違いを意識していること／異文化に対する謙虚さ（教育の文脈において） 
Relationships & Identity: Relational Abilities, Identity Formation as Educator/Supervisor, and Cultural 
Awareness/Humility (within Educational Context)

対人関係能力Relational Abilities

入門基準8. スピリチュアルケア
における関係および同僚などと
の協力関係を形成し、維持し、
そして終結させる能力がある。

段階1.8. 教育の文脈や専門職の
文脈において、対人関係を形成
し、維持し、そして終結させる
能力を恒常的に示している。

段階2.9. 個人およびグループと
関わる折に、理論的根拠のあ
る多様な関係介入を適切に選
べる。

入門基準9. 開かれて好奇心に
満ちたフィードバックに取り
組み、また採り入れている。

段階1.9. 差違の現れに関わった
りもめごとに対応したりする
ときにも、不安や断定的態度
を示さずに対処しうる。

段階2.10. コミュニケーションの
内容を受けとめその過程に同伴
することにより、対話を引き出
しもめごとの解決を促す。

入門基準10. 自己の感情が動く
ことに気づいており、その気づ
きをスピリチュアルケアの行動
に移し替えることができる。

段階1.10. ケアを受ける相手、
学生、仲間や同僚の感情体験
に感性をあわせられる。

段階2.11. 自身の自覚や、行動
や、感情体験や、態度や、価
値観や信念が、教育の文脈や
専門職としての文脈で出会う
相手に影響を及ぼすことを観
察し吟味している。

入門基準11. 信念、思想、価値
観、感情を、一貫性を持った
言語、非言語、あるいは文字
によって伝えることができる。

段階1.11. 教育の文脈や専門職
としての文脈で出会う相手と
の関係において、関係の形成、
維持、終結に影響する力学を
理解している。

段階2.12. 教育課程において投
影、並行プロセス（parallel 
process）17)、分化（di�erentia-
tion）18)の心理的な力学が及ぼ
す影響を認識している。

入門基準12. スピリチュアルケ
アの実践において、身体的、
感情的、そして精神性に関わ
る境界を保つことを大切にし
ている。

教育者としての自覚形成 Identity Formation as Educator

入門基準13. 人格の成長や文化
における地歩確保、学歴や職
歴、宗教的な成長／精神性に
おける成長、そして臨床牧会
教育での体験を理解し、スピ
リチュアルケアの実践の中に
採り入れている。

段階1.12. 自身の信念、態度、
人柄と一致するように、教育
者としての役割をどう理解し
ているか説明できる。

段階2.13. 教育専門職としての
役割をどう理解しているか説
明できる。
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入門基準14. 教育の過程で顕わ
になる自己の強みと弱みを含
めて、自己覚知への取り組み
がある。

段階1.13. 自身の強みと弱みが、
スピリチュアルケアの教育活
動にも学習にも影響を及ぼす
ことを認識し、よりふさわし
い新たな行動を採り入れるこ
とができる。

段階2.14. 研修生が自身の個人
的価値観、専門職としての価
値観を内省しスピリチュアル
ケアの実践に統合しやすくな
るように、〔教育者として〕自
己を活かして教育的な環境を
つくりうる。

入門基準15. 認定教育者養成課
程に入門する動機を明確に説
明できる。

段階1.14. 牧会者としての自覚
と、スピリチュアルケアの領
域で他を教育する能力とを、
しかとそなえている。

自文化に自覚的で、他文化に謙遜Cultural Awareness/Humility

入門基準16. 自身の文化の自
覚、規範、価値観、実践につ
いて、自己評価と自己批判に
取り組んでいる。

段階1.15. 専門職としての自覚
や教育上の関係、そして研修
生の教育に、文化がどう影響
するかに気づいている。

段階2.15. 自身のもつ文化的な
偏りについて自己省察と自己
批判をもつことができ、その
洞察を適切な教育的方略に採
り入れることができる。

入門基準17. 個人の社会的、宗
教的、文化的背景に配慮した
スピリチュアルケアを提供し
ている。

段階1.16. 教育目標やそのアセ
スメント、そして他者に介入
する際に、自文化がどのよう
に影響を及ぼすか気づいてい
る。

段階2.16. 多様性のさまざまな
次元についての知識やスキル
や態度を専門職としての仕事
に応用することができる。

入門基準18. 社会や経済、文化
の体系や構造が個人や集団の
幸福にどのように影響するか
を知識としても実感としても
わかっている。

段階1.17. 他者との違いに対応
し、適切な教育方法論を調整
する際に、明確に説明する努
力をしている。

入門基準19. 個人や集団の幸福
を導くために、力関係の不均
衡に向き合う。

段階1.18. 多様な学習者に効果
的に対応するにあたり、臨床
牧会教育協会の倫理が扱う事
柄がどう関わるかを、知識と
して知り、配慮を持ち、理解
していることを活用できる。

能力3：教育： カリキュラム工夫、教育スキル、学習状況評価、介入、コンサルテーション 
Education: Curriculum Development, Teaching Skills, Assessment of Learning, Intervention and Consultation

カリキュラムの工夫Curriculum Development

入門基準20. 臨床的学習法につ
いて知っており、そのために、
臨床牧会教育プログラムおよ
びその構成要素における位置
づけに通じている。

段階1.19. カリキュラムを分析
して、その強み、弱み、欠落、
問題等を見いだす能力がある。

段階2.17. カリキュラムのより
どころとなる明確な思想、理
論、包括的な目標が確立され
ている。
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段階1.20. 教育の現場で、カリ
キュラムを工夫できるよう、
分析し、設計し、選択し、形
作り、そして再検討する能力
がある。

段階2.18. カリキュラムにおい
て、複数分野にまたがった学
習を採り入れまた統合してい
る。

段階1.21. 教育の現場で柔軟な
対応をし、実験的な試みや改
革を積極的に進めている。

段階2.19. プログラムの目標と
目的の達成状況を評価するの
にフィードバックを活用でき
る。必要に応じてカリキュラ
ムを改訂し、最善の実践を見
いだし、改良を継続している。

教育スキルTeaching Skills

入門基準21. 他者の牧会的／専
門的な働きについて助言する
能力を示している。

段階1.22. 学習についての諸理
論に通じ、それらが教育実践
を促進したり阻害したりする
ことを意識し、その意識を活
かしている。

段階2.20. 多様な講義・学習方
略を持ち、さまざまな状況で
各発達段階・各個人の学習上
の必要に応じる能力を持つ。

入門基準22. 他の学習者や他の
専門職に教示したり考察を促
したりすることができる。

段階1.23. 教育の現場で行動 -考
察 -行動（action-re�ection-
action）モデルを用いうる。

段階2.21. 適切な教育的介入に
よって、他者に働きかけと促
しと教示を行っている。

段階1.24. 他者が学習する上で
の必要やスタイルをアセスメ
ントすることができ、適した
教育方法や介入を用いうる。

学習状況のアセスメント（吟味）Assessment of Learning

入門基準23. スピリチュアルケ
アの吟味手段（アセスメント
ツール）と人間の発達につい
ての基礎的な知識をもつ。

段階1.25. 教育成果のアセスメ
ントをするための、理論面の、
また状況に応じたよりどころに
ついて、基礎的な知識をもつ。

段階2.22. 教育計画のなかで参
照するための適切なアセスメ
ントツールを決め、それを用
いている。

入門基準24. 患者のケアの場面
に応じた、アセスメントツー
ル、ケア計画、介入、効果の
評価を行っている。

段階1.26. 進行中の面接につい
て、アセスメントの強みと限
界を自覚している。

段階2.23. 多様な個人、多様な
集団、多様な背景に対応し敬
意を払ったアセスメント方法
を選んで実行している。

段階1.27. 臨床牧会教育応募者
の準備状況をアセスメントす
るための問いをどう用意する
か知っている。

段階2.24. 多様な社会文化的背
景、精神性の背景をもつ研修
生をアセスメントするための、
文化をみる能力を備えている。

段階1.28. 人がどのように学ぶ
かをアセスメントし、人間の
発達段階と多様性に応じてど
のように学習計画を立てるか
を吟味している。

段階2.25. 多様な人々、多様な
学習スタイル、多様な文化や
精神性の違いをアセスメント
し面接するための手段をもち、
またそれに熟達している。
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段階1.29. 研修生の学習上の必
要に応じ、個人としての学び
のスタイルをアセスメントす
る方法を追加している。

段階2.26. さまざまな結果を、
書面でも口頭でも、明快で建
設的で正確な、概念的にも妥
当なやり方で伝えている。

段階1.30. 評価報告と学習進展
記録をつけ、それを吟味して
気づいたことを、教育に携わ
る同僚や研修生に口頭で伝え
ている。

介入 Intervention

入門基準25. アセスメントに基
づき介入のしかたを選択する
という基本の理解が明確であ
る。

段階1.31. 意見書（theoretical 
position papers）に則った世界
観と理論によって、教育方略、
計画、介入を立てている。

段階2.27. 実習生の必要を、個
別にかつ正確にアセスメント
し応答している。

入門基準26. 他者の成長と学習
を促すため、アセスメントの
データを適用することができ
る。

段階1.32. 介入、アセスメント
ツール、コンサルテーション
の方法を、実践現場に関わる
異なった問題や人々にあわせ
て選択する能力を持つ。

段階2.28. 予想外のあるいは困
難な教育的状況で、適切な判
断を行使している。

段階1.33. 研修生と協同して、
諸理論やプログラムの諸要素、
成果や方略を参照し、研修生
が目標を達成し行動を変容で
きるよう支援する能力をもつ。

段階2.29. 介入方略の根拠を、
自身の理論的な立場と矛盾な
く示している。

コンサルテーション（専門職としての相談・助言）Consultation

入門基準27. 臨床場面において
コンサルテーションが必要な
場合はそれを理解し伝えるこ
とができる。

段階1.34. 学習に関わる課題や
倫理的ジレンマが現れた場合
には、同僚や仲間、あるいは
他の専門職と相談できる。

段階2.30. スーパービジョンを
通じた教育技法の実践とその
展開において、スーパービ
ジョンと、仲間との支持・明
確化・問い質しを、つねに活
かしている。

入門基準28. 同僚や仲間から学
ぶことができ、対人関係の力
学が見えていて、協力的で対
話的な関係を築ける。

段階1.35. 仲間、自分自身の
スーパービジョンを行い、教育
者／スーパーバイザー、実習生
その他の同僚と協働するにあた
り、個人と対人関係の力学に関
わる知識を応用しうる。

段階2.31. 専門的教育的状況で
助言者として支援と情報を提
供している。

入門基準29. 他者がフィード
バックを行うことも受けるこ
ともできるように、臨床的助
言において他者自身の権限に
気づかせる能力がある。
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能力4：概念操作と理論　Conceptualization & Theories 

スピリチュアルケアの神学／哲学、歴史Spiritual Care Theology/Philosophy and History

入門基準30. スピリチュアルケ
アの実践と一体になった、ス
ピリチュアルケアの神学／哲
学をもつ。

段階1.36. 教育実践で参照でき
るように、スピリチュアルケ
アの複数の神学／哲学に通じ、
学びを続けている。

段階2.32. スピリチュアルケア
と臨床牧会教育の神学的／哲
学的枠組みを現場に応用でき
る。

入門基準31. 臨床牧会教育協会
の歴史と牧会ケア／スピリ
チュアルケア運動の歴史の基
本に通じており明確に説明で
きる。

段階1.37. 臨床牧会教育協会の
歴史に通じ、それを教育実践
に活かしている。

段階2.33. 臨床牧会教育協会、
スピリチュアルケア、教育実
践が抱えている現在の課題に
対処するため、臨床牧会教育
協会の歴史の知識を活かして
いる。

スーパービジョンと行動諸科学Supervision and Behavioral Sciences

入門基準32. 各自の学習を向上
させたり阻害したりするよう
な、牧会ケア／スピリチュア
ルケア教育の特質を、把握し
ている。

段階1.38. 他の専門分野（精神
医学、ソーシャルワーク、看
護学など）のスーパービジョ
ン理論の知識をそなえている。

段階2.34. スーパービジョンの
理論を実践に活かしている。

入門基準33. スピリチュアルケ
アを提供するにあたり、行動
諸科学を実際に活用して例示
している。

段階1.39. 教育実践の参考にな
る行動諸科学の知識を高めて
いる。

段階2.35. スーパービジョンと
教育において行動諸科学の知
識を深く活かしている。

教育と人格についての理論Educational and Personality Theory 

入門基準34. 認定教育者にとっ
て、教育の理論的基礎と人格
の発達とがともに必要である
と自覚している。

段階1.40. 教育と人格について
の理論を学ぶコアカリキュラム
を修了している。自身の教育実
践が参照している理論がわかっ
ておりそれを説明できる。

段階2.36. 教育実践において、
教育と人格についての諸理論
を説明し応用する融通性があ
る。

システム理論Systems（Contextual）Theory

入門基準35. 一個人にシステム
や集団が及ぼす影響を自覚し
ており明確に説明できる。

段階1.41. 一個人の発達を超え
てより大きな（社会／集団の）
文脈に至るまで（「人間という
生きた教科書」から「人間と
いう生きたネットワーク」「人
間という生きたシステム」へ）、
教育実践を導く理論を深め続
けている。

段階2.37. 臨床牧会教育でリー
ダーシップをとるスキルをも
つことが明らかで、個人とグ
ループの両者を観察し、両者
になりかわって介入を行うこ
とができる。

研究の知識と方法論Research Knowledge and Methodology

入門基準36. 基礎的な研究を理
解運用する融通性をもち、ス
ピリチュアルケアにおいて根
拠に基づく実践（evidence 
based practice）を行いうる。

段階1.42. 研究を理解運用する
能力をもち、教育における根
拠に基づく実践に自覚的であ
る。

段階2.38. 教育において研究成
果を説明でき、それを活用し
ている。
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能力5：応用と統合： カリキュラムの工夫、教育スキル、学習の評価、介入、相談・助言 
Application and Integration: Curriculum Development, Teaching Skills, Assessment of Learning, Interven-
tion and Consultation

牧会ケア／スピリチュアルケアの実践：ケアの提供、神学的内省、自分自身のスーパービジョン 
Pastoral/Spiritual Care Practice: Provision of Care; �eological Re�ection; Self-Supervision

入門基準37. 十分なスキルを備
え共感的で慈愛あるスピリ
チュアルケア提供者としてケ
アを提供しうる。

段階1.43. 研修生に対して、教
育とケアとをともに提供しう
るとともに、両者を区別しう
る。

段階2.39. 敬意と慈愛をもって
支持的にケアを提供するあり
方の模範を示しまたそのよう
に教示している。

入門基準38. 牧会ケア／スピリ
チュアルケアの提供と、自身
の精神性に関わる基盤／神学
的な基盤、宗教を通して得た
もの、精神性の継続的成長と
が、つながっている。

段階1.44. 神学とスピリチュア
ルケアとが、理論的にも実践
的にもつながっている。

段階2.40. 自身の教育実践にお
いて、自身の神学と精神性と
が統合されている。

入門基準39. スタッフの業務振
り返りやサポートグループの
司会をできる。

段階1.45. つねに内省を実践し、
自身の内面体験と感情のプロ
セスとに沿って実践のあり方
を調整している。

段階2.41. ケアの実践において
神学的内省をするように他者
に教えている。

段階2.42. 教育の過程において、
自身に対するスーパービジョ
ンで、個人の内面の力学と対
人関係の力学との両者が統合
されている。

スーパービジョンの実践：臨床的学習法、プロセス重視型教育モデル、プログラムの設計と実行
Practice of Supervision: Clinical Method of Learning; Process Model of Education;  

Program Design and Implementation

入門基準40. 自身の体験をとお
して学ぶ形をとる臨床的教育
法について、概念的にも実践
的にも理解している。

段階1.46. 臨床的教育法を活用
して研修生の内省力を伸ばし、
必要に応じ、行動においても
知的な面においても自身のス
ピリチュアルケアを改善でき
るように導いている。

段階2.43. 臨床的教育法と、教
育課程全体とが統合され、学
びの道のりで研修生を導き得
ている。

段階1.47. プロセス重視型教育
モデルを理論的にも実践的に
も理解し、成人教育の諸理論
を活かしている。

段階2.44. プロセス重視型教育
モデルに習熟しており、実習
生の学習に抵抗する要素を見
きわめている。

段階1.48. 臨床牧会教育の一単
位がどのような中核要素で構
成されているかを理論的にも
実践的にも承知しており、そ
れに合わせてカリキュラムを
展開している。

段階2.45. レベルⅠ生あるいは
レベルⅡ生それぞれ、または
レベルⅠ生とレベルⅡ生が混
在するグループのために、臨
床牧会教育の設計と実行を巧
みに行っている。
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理論と実践の統合：自分自身の活用、概念的理解、実践にあたり参照される理論的立場の明確化 
Integration of �eory & Practice: Use of Self; Conceptual Understanding;  

Articulation of �eoretical Orientation Informing Practice

入門基準41. スピリチュアルケ
アの提供にあたり理論と実践
とが統合されている。

段階1.49. 人と人とのつながり
とコミュニケーションを拡大
するよう、教育的協力関係
（educational alliances）を築くた
め、自分自身を活かすことが
できる。

段階2.46. 自分自身を活用して、
学びと自己省察が深められる
ような環境を提供している。

段階1.50. スーパービジョンを
受けながらの教育の過程が明
確にわかっており、形作られ
つつある理論的基盤を説明す
るために臨床場面を用いてい
る。

段階2.47. 個人やグループにお
ける牧会ケア／スピリチュア
ルケアの教育・学習について、
スーパービジョンを受けなが
らの教育のよりどころとなる
まとまった理論をもっている。

段階1.51. 学習の過程でどんな
状況にあるか何を学んでいる
かを理解するために、神学的
教育的な基盤や行動諸科学を
援用できている。

段階2.48. 自身の理論を批判的
に吟味することによって、理
論と教育実践とを一貫させて
いる。

能力6：リーダーシップと組織の運用　Leadership and Organizational Development

組織のしくみOrganizational Systems 

入門基準42. 組織が複雑で、相
矛盾する目標を抱えているこ
とを理解しており言語化でき
る。

段階1.52. 教育プログラムのお
かれている組織的状況がプロ
グラムの計画にどう影響する
かわかっている。

段階2.49. プログラムを強化す
るために教育に関わる機関内
のさまざまな資源を取り寄せ
ている。

入門基準43. チャプレンの活動
や牧会ケア／スピリチュアル
ケアの現場での役割が多面的
であることを自覚している。

段階1.53. 多様な教育状況、多様な患者ケアの状況に応じて、役
割を切り替えている。

入門基準44. ケアの受け手の利
益のために皆で合意した目標
を達成できるよう、多くの専
門分野にまたがる組織を方向
づける力を示すとともに、方
向づけの重要性を説明できる。

段階1.54. 多くの専門分野にま
たがった協働と教育を推進す
るために、さまざまな方略の
知識を備えている。

段階2.50. 多様な状況での教育
上の協働や、多くの専門分野
／専門職をつなぐ協力関係を
築いている。

運営と管理Management and Administration

入門基準45. リーダーシップや
運営にはさまざまなスタイル
があると理解している。

段階1.55. 組織の置かれた状況
に適したより効果的な運営と
リーダーシップのあり方がわ
かっている。

段階2.51. 組織のリーダーシッ
プを支え、対話しながら運営
に取り組む能力がある。
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専門性、対人関係と自覚、教育、概念操作と理論、応用と統合、リーダーシップと組織
の運用の六領域にわたる「期待される能力」は、かなり高度なものである。
第一に、深く他者と関わるチャプレンを養成するために、教育者も徹底した自己理解と

段階1.56. 臨床牧会教育プログ
ラムの機能面と事務面を管理
している。

段階2.52. 予算管理、責任の分
担、職場の日々の機能のため
に、一定範囲の組織集団を管
理し機能させるための知識を
もっている。

機関認定と臨床牧会教育協会の行動基準Accreditation and ACPE Standards

入門基準46. 最新の「臨床牧会
教育協会の行動基準」と「専
門職チャプレンの共通資格要
件と期待される能力」につい
て基礎的な知識をそなえてお
り、文書の参照方法にも通じ
ている。

段階1.57. 「臨床牧会教育協会の
行動基準」を教育現場に活か
す能力を継続的に向上させて
いる。

段階2.53. 「行動基準」の遵守の
ために積極的に、またプログ
ラムとして説明責任を果たせ
るように取り組んでいる。

段階1.58. 臨床牧会教育協会の
地区レベルの活動に貢献し、
率先して協調的な関係を築い
ている。

段階2.54. 協力関係とプログラ
ムの成長のために、地区や全
国の組織とよい関係を保って
いる。

入門基準47. 臨床牧会教育協会
の機関認定部局に対して、質
の向上についての説明責任を
果たすことの大切さを理解し
ている。

段階1.59. 臨床牧会教育セン
ターとして今後も「行動基準」
を遵守する必要があると承知
している。

段階2.55. 自身の所属するセン
ター全体に目配りし、時宜を
逸しない報告や財政上の責務
を臨床牧会教育協会に行って
おり、「行動基準」を遵守して
いる。

段階1.60. 継続的にプログラム
の評価を行っている。臨床牧
会教育センターとして機関認
定基準の改訂を追跡し適用し
ている。

段階2.56. 自身の所属するセン
ターの機関認定を維持するた
めに必要な知識をそなえ、進
んで責任を引き受けている。

向上を続けるContinuous Improvement 

入門基準48. スピリチュアルケ
アの現場で、現在まで、組織
としての強みと弱みがどこに
あるかを承知している。

段階1.61. 臨床牧会教育プログ
ラムの強みと弱みがどのよう
に評価され検討されるかを承
知している。

段階2.57. 臨床牧会教育プログ
ラムが継続的に改善されるよ
う、質をアセスメントする
ツールを作成・活用している。
実行と記録の結果として変化
が生まれている。

入門基準49. 変化を担う力を持
つ者としてのチャプレン／ス
ピリチュアルケア提供者の役
割を承知している。

段階1.62. 臨床牧会教育の認定教育者が研修生の代弁者としても
つ役割、組織および専門職の間でスピリチュアルケアがもつ役
割を理解している。
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継続的な内省が求められる。自己を規定するあらゆる要因を洗い出し、それが信念や信仰
や価値観の強要につながる可能性を抑えるとともに、一度洗い出されれば、それら自己規
定要因のうち有用なものは「自己を活用する」資源となすよう促される。自己の神学、自
己の思想、自己の精神性を確認し、それらが行動諸科学の理論と統合されて、教育者が構
成されていく。「期待される能力」や「倫理綱領」を教育者として能動的に伝えるいっぽ
うで、教育者や同僚や研修生などの他者からの自己へのフィードバックは柔軟に受け入れ
る受容性も育むように説かれる。
第二に、臨床牧会教育協会の「期待される能力」「倫理綱領」等の文書だけでなく、歴
史的経験にも通じていることが、専門職として求められている。現在の協会のあり方にも
影響をもたらしている経験を、過去の出来事として学ぶだけでなく、他者の実践の経験と
して理論と統合し、教育者の自己に組み入れてゆくと期待されている。
第三に、過去からの知識を受けるだけの受動的な存在ではなく、知識を創造する役割が教
育者には課せられている。自ら研究を行い、教育者として自らを向上させつづけ、教育プロ
グラムを改善し、臨床牧会教育協会に貢献する。組織の一員として矛盾に直面しながらも、
最善でなくても次善の選択を重ねて、研修生や同僚や所属機関や、ひいては協会を守る。
以上のような「期待される能力」の発揮が教育者には求められている。要求が高すぎる
ように感じられるが、本稿の最後でこの点に戻って考えよう。

3.2.　臨床牧会教育協会会員のための専門職倫理綱領
「専門職倫理」では、「期待される能力」で説かれる対話的内省的なあり方からもう少し
踏み込んで、専門職としての公的性格を自覚することが求められている。以下の試訳を確
認いただきたい。
資料2：  臨床牧会教育協会会員のための専門職倫理綱領　Code of Professional Ethics for 

Members of ACPE

倫理に基づく行為を高い水準で保つことは、臨床牧会教育協会のすべての会員に責任と
して課せられている。

1.　ケアを受ける相手に奉仕するにあたり、臨床牧会教育協会会員は、
a.　 人としての尊厳と、一人一人の個人としてある価値とを、確かめ、尊重する。
b.　 人種、ジェンダー、ジェンダーの自覚のあり方、ジェンダーの表現、年齢、
宗教あるいは精神性の伝統、出身国、性的志向、あるいは障碍の有無や種類
による差別は、どのような人に対しても行わない。

c.　 ケアを受ける相手やスーパービジョンを受ける相手の人としてのあり方や幸
福を尊重し、見下さず、感情の搾取、性的な搾取、そのほかあらゆる種類の
搾取をしない。
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d.　 人や集団や臨床牧会教育研修生の宗教的確信（conviction）を、尊厳と繊細な
配慮をもって扱う。自身の神学的・文化的価値を、奉仕する相手やスーパー
ビジョンを行う相手に押しつけることがないようにする。

e.　 法律、諸規制あるいは適用される諸規則によって定められた範囲で守秘義務
を尊重する。

f.　 人を対象とした研究の設計にあたり、国等により定められたガイドラインに
従い、またそのような研究を行うに先だってふさわしい審査機関による承認
を受ける。

2.　他の集団と関わるにあたり、臨床牧会教育協会の会員は、
a.　 自身の精神性に関わる／宗教に関わる伝統を踏まえて適切な立場を保つ。
b.　 州、自治体、そして雇用されている機関における、専門職としての実践や教
育の行動基準を遵守する。良心に従っての実践や教育に不自由が生じている
場合には、雇用者および臨床牧会教育協会の事務局長に報告する。

c.　 臨床牧会教育協会が機関認定した（自身が雇用されている場合あるいは地域
コミュニティ内の他の）センターや機関において、他者に対して、専門職と
しての関係を保つ。

d.　 自身の実際の資格より上級の資格を持っているかのように直接に言明した
り、あるいは間接的にほのめかしたり、あるいは所属機関、組織への事実と
異なる所属や、事実と異なる別の個人であるようにふるまったりしない。自
身の専門職としての資格や所属について、誤解をされたり誤解を招いたりし
た場合には、それを訂正する責任を負う。

3.　臨床牧会教育協会との関係において、会員は、
a.　 臨床牧会教育協会の諸会合や諸行事への参加を含め、専門職として継続して
教育を受け、自己成長を怠らない。

b.　 不当な私的利益を得るために知識や地位や専門職団体を利用しない。臨床牧
会教育協会の倫理基準に沿わない目的のために会員としての奉仕を悪用され
かかったときにも、そのような悪用を許さない自覚がある。臨床牧会教育協
会の行動基準に沿わない目的のために、協会の所属を悪用してはならない。

c.　 臨床牧会教育協会執行部によって正式に委任された場合のみ、臨床牧会教育
協会を代表して発言することや、臨床牧会教育協会の公的な地位にある者と
してふるまうことができる。

d.　 自身の職務や倫理的行動について、意図的に誤った発言、誤解を招く発言、
あるいは不用意な発言をしない。

4.　同僚・他の会員などとの協力関係において、臨床牧会教育協会会員は、
a.　 同僚・他の会員の、人としてのあり方や幸福を尊重する。専門職としての姿
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勢で専門職としての関係を保ち、他を見下したりせず、また感情的、性的、
その他あらゆる種類の搾取を避ける。

b.　 能力の欠如や欠陥や問題行動などの懸念が生じた際には、協力関係を保ち責
任をもって行為する。

5.　業務にあたり、臨床牧会教育協会会員は、
a.　 専門職としてふるまい、職務上の責任を遅滞なく果たす。
b.　 会計業務を健全に行い、正確に帳簿を作成し、自身にゆだねられた資金を健
全に保持する。

c.　 公的な場、公的な発信、公的な文書において、臨床牧会教育協会の見解や自身
の所属する宗教教団・専門職集団との見解と、個人的な見解とを、区別する。

d.　 臨床牧会教育協会が認定するセンター、その牧会活動、教育プログラムにつ
いての説明を正確にする。宣伝文書、カタログ、刊行物、募集要項、そして
学年暦に含まれるすべての文章は、刊行の時点において正確なものでなけれ
ばならない。自センターのプログラムを宣伝する刊行物は、提供される教育
の種類と水準が説明されていなければならず、また臨床牧会教育協会の住
所、電話番号、ウェブサイトのアドレスが明記されていなければならない。

e.　 臨床牧会教育プログラムへの入門審査過程においては、プログラムが求めてい
る諸要件を、時間・期限に関わる要件も含めて、正確に伝えねばならない。

上記は、チャプレンがケアの相手として関わる人や同僚に対して、人としての尊厳を重
んじ、差別や偏見、特定の価値観や宗教の強要、あるいは搾取を行わないよう、厳しく戒
めている。ただ実のところ、戒められているトラブルは、米国臨床牧会協会の初期から
あったと考えられる（Lawrence 2017）。また、会員が所属機関あるいは協会で行う事務の
公的性格を再確認し、遅滞なく、正確を期し、個人的な見解と公的な見解を区別すること
が強調されている。善意と信仰に基づくだけでなく、（それゆえに恣意的な行動や勇み足
にもなりがちな活動について）一定の行動基準をたもち、傾聴活動のもつ侵襲性への配慮
を重ねるよう説かれる。また、「期待される能力」に採り入れられた知識と実践の統合、
あるいは研究に関連して、研究に先だちしかるべき機関により倫理審査を受ける必要が示
される。さらに、臨床牧会教育協会の会員としての立場を悪用することも、また悪用され
るのを座視することも戒められている。このような責任を自覚することが、認定教育者も
含めた協会の全会員に求められている。
『手引き集』で教育者に期待されているものと、実践共同体
善意と信仰に基づいた傾聴を越えて、諸制度や諸専門職の連携を図る専門性もチャプレ
ンに期待されるのは、チーム医療や地域でのネットワークを重視する自然な流れだろう。
それゆえに、チャプレン全体の質を保つため、認定教育者に「期待される能力」が詳細に
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規定されている。
とはいえ、二つの資料で認定教育者に要求されていることは高度である。高潔であるがか
たくなではなく、高度な知識と専門性を持ちながらも他を見下さず、自分自身の宗教的／非
宗教的な立ち位置を自覚しそれが傾聴にも影響することに留意し、臨床牧会教育協会から
認定を受けた組織の事務や記録作成を担いながら、研究による貢献も期待されている。強
い禁欲的自立と高い事務能力が求められる。最初の入門審査をくぐり抜けた人であって
も、そのように自らを鍛え、それを保つのは、容易ではない。
認定教育者と認定された時点での完成は期待されていないのではないかと私は考える。
継続教育の中での成長を意図したしくみが、米国臨床牧会協会に新たに導入されたからで
ある。それが、実践共同体（Community of Practice）である。
実践共同体は、「あるテーマに関する関心や問題、熱意などを共有し、その分野の知識
や技能を持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団」（ウェンガー他2002： 33）と
定義されている 19)。組織参加と学習が連動促進される「正統的周辺参加」について研究し
たエティエンヌ・ウェンガー（とその妻）をアドバイザーとして任じ、じょじょに中核に
参加することと連動して学びを深めていくしくみが、臨床牧会教育協会の内側に組み込ま
れたのである。
認定教育者が、知識の所有者・管理者としての自覚をもって得られた知識を適用し、ま
た次世代に教えていくことで、その知識が伝わるだけでなく、教える者にもより深く理解
されていく（Riessman 1965: 28）。実践共同体に関与する認定教育者は、知の複写ではなく
環境の多様性に応じた保持、主体的かつ動的な再構成をも期待されていると思われる。こ
の実践共同体がどれほど奏功しているかについてはまだ資料がないが、現在は95ほどの
実践共同体が米国臨床牧会教育協会にできている 20)。この実践共同体が、知識の再生産と
創発とを担えるか、これからの協会の動向を注視しつつ、日本の私たちの側からも試みを
重ねていきたい。
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〈注〉
1） 国立研究開発法人科学技術振興機構が運営するリサーチマップの以下のページで「資料公開」
を参照願いたい。https://researchmap.jp/ktkasai/. 

2） 上智大学での教育については、シラバスに記された限定的な目標設定や基準は存在する。たと
えばグリーフケア研究所人材養成講座の2022年の四谷キャンパス版シラバスにおいては、講座の
概要、諸課程の受け入れ・カリキュラム・修了についての「三つのポリシー」、演習科目の共通
課題などが記されている。また、上智大学のウェブサイトに、臨床傾聴士の内規と行動規範とい
う文書が公開されている。けれども、期待される人物像をまだ積極的に示し得てはいないと思わ
れる。（https://www.sophia.ac.jp/jpn/otherprograms/griefcare/kouza/shikaku4.html）。

3） 一般社団法人日本スピリチュアルケア学会の認定を受けた諸教育プログラムおよびその会員、
および一般社団法人日本臨床宗教師会およびその会員を想定している。

4） 2021年10月7日付の同協会担当役員Ted Hodge博士からのe-mailにて許諾を確認した。
5） 現在、一般社団法人日本スピリチュアルケア学会では、教育機関の認定（accreditation）と個人
の資格認定（certification）を区別せずに「認定」の語をあてているが、本稿では機関認定／資格
認定を原語通り区別して訳す。

6） たとえばイスラームチャプレンの養成機関としてHartford International University for Religion and 

Peace、仏教チャプレンの養成機関としてUniversity of the West、Naropa University、Institute of 

Buddhist Studiesなどの例をあげることができる。
7） 2010年版の「使命と構想」は以下を参照。ACPE, “Mission: Association for Clinical Pastoral Edu-

cation, Inc.,” ACPE Standards & Manuals: 2010 Certification (Interim Revisions 2015), ACPE, 2015, p. 1. 

いっぽう、2020年版の「使命と構想」は以下。https://www.manula.com/manuals/acpe/acpe-manuals/ 

2016/en/topic/mission-vision-and-values.

8） 一般社団法人日本スピリチュアルケア学会においても、同様に、「指導資格者」から「指導登
録者」に移行する作業が行われている。

9） 高い業績を挙げる人の行動特性を調べるために、「学歴や知能のレベルが同一」の人々の業績
格差が分析された（McClelland 1973: 10）。高業績者の行動特性を抽出したのが期待される能力
（competence）であり、現在はさまざまな人材養成の場面でこれが問われるようになっている。

10） 臨床牧会教育のレベル ⅠとレベルⅡでは、ケアを提供するものとしての人格形成と自己理解
（Pastoral Formation）、関係構築などのケアに基礎的な能力（Pastoral Competency）、内省と対人関
係活用能力（Pastoral Reflection）の三つの側面の自覚と成長を企図して教育が行われている。こ
れら三側面の充実に加え、レベルⅡでは「専門職チャプレンの共通資格要件と期待される能力」
に習熟することが求められ、また、想定されるチャプレンの活動場所（病院、軍隊等々）に適し
た専門科目が加わる。

 https://www.manula.com/manuals/acpe/acpe-manuals/2016/en/topic/objectives-and-outcomes-for-level-i-
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level-ii-cpe.

11） これはレイヴとウェンガーが集合的学習形態として研究した「正統的周辺参加（Legitimate Pe-

ripheral Participation）」（1993）のひとつの形と考えられる。正統的周辺参加は、職人の成長にた
とえるとすれば、見習い職人がじょじょに重要な仕事を任されて職人共同体の中心へと移動して
いき、先輩職人になり親方になると、職人としての知識や伝統などを学ぶ側から担い伝える立場
となっていく。いわば周辺から入って中核へと正統に参加する手続が同時に「学習の成立」と見
る視点なのである。

12） https://cdn.manula.com/user/4287/docs/certified-educator-competencies-numbered-10-2019.docx.

13） https://www.manula.com/manuals/acpe/acpe-manuals/2016/en/topic/code-of-professional-ethics-for-

members-of-acpe.

14） たとえば、“spirituality”には、どのような日本語を対応させるかを検討した上で、より日本語と
して自然な「精神性」をあてることとし、日本語では死者をも連想させる「霊」を含む訳語は避
けた。いっぽう、より専門性の高い“spiritual care”については、カタカナの音訳「スピリチュアル
ケア」を採用している。

15） 上智では、challengeの箇所をconfrontationとした「支持・明確化・対峙」という組み合わせで
説明されているが、ほぼ同じ意味と思われる。

16） https://cdn.manula.com/user/4287/docs/admissions-competencies-assessment-form_v1.docx.

17） 認定教育者になろうとする研修生が傾聴の相手とのあいだでもつ関係が、認定教育者と研修生
のあいだの関係として反復されること。後者が前者にも影響を及ぼす。

18） 他者と身体的情緒的に深く接しながらも、自己は何者かという自覚を維持できる能力。
19） 「実践」とは、（たとえば「医師のベストプラクティス」という表現に含意されるように）「特
定の領域でものごとを行うための、社会的に定義された一連の方法」（本稿ではチャプレンの知
識や技能）を指す（ウェンガー 2002: 77）。

20） https://www.manula.com/manuals/acpe/acpe-manuals/2016/en/topic/pec-preface.
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〈Article〉

Examination and Translation of the ACPE Manuals: 
On Competencies and Ethics of the Certi�ed  

Educators of Chaplains

Kenta KASAI1

Abstracts
�e Association for Clinical Pastoral Education (ACPE) revised its former Standards 

and Manuals in 2020 as a response to changing religious/secular values. Clinical Pastoral 
Education is a practical approach that encourages attentive listener trainees to be self-
aware of their strengths and weaknesses, while understanding their in�uence on the prac-
tice of listening. It began as an experiential learning method for Christian practical and 
pastoral theology. Currently, many students from diverse faith backgrounds, atheists, or 
agnostics learn this approach beyond the Christian seminary context. �e ACPE 2020 
manual revision re�ects such religious and secular diversity and is based on behavioral 
scienti�c studies on attentive listening. Ethical codes and standards are required to avoid 
educators’ arbitrariness and critical situations among students. It also encourages educa-
tors and students to articulate and integrate their theoretical ideas and spiritual care prac-
tices to enable high-quality research and interdisciplinary collaboration. Clinical Pastoral 
Education is currently introduced to Japan as an experiential method of learning attentive 
listening. �is paper intends to examine the 2020 online manuals, translate two docu-
ments on the competencies and ethics of certi�ed educators, and inspire discussions on 
standards and ethics in this experiential method of learning in Japan.

1  Professor at the Graduate School of Applied Religious Studies, Sophia University
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巻　頭　言

上智大学大学院実践宗教学研究科死生学専攻は、日本における実践宗教学ならびに死生
学の研究教育の拠点となり、この領域における学術的専門人材や、高度な専門性が求めら
れる職業を担う人材を育成する大学院として、2016年に修士課程（現在の博士前期課程）
を開設し、2018年に博士後期課程を設置した。
開設以降、医療や介護の分野で働きながら、あるいは、宗教者として実践的な活動に従
事しながら大学院で学ぶ社会人院生を含め、数々の優れた大学院修了生を輩出し、博士後
期課程からはすでに数名の博士号の学位授与者も生まれ、研究や実践の分野で活躍してい
る。こうした大学院生や本研究科関係者の研究活動の場を広げ、その研究成果を世に広く
伝えることを目的として、2023年3月、本紀要『現代死生学 Contemporary Death and Life 

Studies』をオンラインジャーナルとして刊行することとした。
現代社会は、情報社会化・グローバル化・多様化と個人化など、複合的な変容が急速に
進み、伝統的な死と生のあり方も変化を迫られ、「伝統的な死生観」なるものに安易に依
拠した語りももはや許されない状況にある。さらに、2020年代は、世界中が新型コロナ
ウイルスを体験し、それにより、社会における死と生のあり方について、否が応でも考え
ざるをえない時代となった。こうした現代という時代にあって、本研究科・本専攻が果た
すべき社会的役割はますます大きなものになりつつあると思われる。そのなかで、本紀要
が広い読者に届き、社会的意義を果たすことを願いたい。
なお、本紀要に掲載された論文・研究ノートはいずれも編集委員会内で定められた規定
にのっとり、厳正な査読を経たものであることを明記しておく。

2023年3月

『現代死生学 Contemporary Death and Life Studies』編集委員会
浅見　昇吾　葛西　賢太　酒井　陽介　佐藤　啓介
武田なほみ　寺尾　寿芳　吉田美和子
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